
1
月
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会

日
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四
年
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日
（水
）

テ
ー
マ

自
然
実
験
が
も
た
ら
し
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証
経
済
学
の
変
革

講

師

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・公
共
政
策
大
学
院

教
授

川
口

大
司

氏

川
口

大
司

氏

2022. 1. 19■略 歴

1994年早稲田大学政経学部経済学科卒。2002年、米ミシガン州立大
学経済学部博士課程修了(Ph.D. in Economics)。筑波大学社会工学
系講師、一橋大学大学院経済学研究科教授等を経て、現職。東京大
学政策評価研究教育センターセンター長。第4回円城寺次郎記念賞
(2015年)、第11回日本経済学会石川賞(2016年)、第13回日本学士院
学術奨励賞(2017年)、第13回日本学術振興会賞(2017年)など受賞。

経済教室「「自然実験」で因果関係推定 ノーベル経済学賞に米3氏」
（日本経済新聞,2021年10月20日）

労働経済学 - 理論と実証をつなぐ, 有斐閣 (2017/12/22)



２
月
例
会

日

時

令
和
四
年
二
月
十
六
日
（水
）

テ
ー
マ

米
中
ハ
イ
テ
ク
覇
権
競
争
と
台
湾
半
導
体
産
業

講

師

日
本
貿
易
振
興
機
構
（ジ
ェ
ト
ロ
）ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

・セ
ン
タ
ー
長

川
上

桃
子

氏

川
上

桃
子

氏

2022. 2. 16■略 歴
1991年東京大学経済学部卒業、アジア経済研究所入所。2008年
東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学。2011年
東京大学より博士(経済学)学位取得。
アジア経済研究所在台北・バークレー海外調査員、地域研究セン
ター東アジア研究グループ長、同センター次長等を経て現職。
専門は台湾を中心とする東アジアの産業、企業。2013年6月に著書
『圧縮された産業発展』により、第29回「大平正芳記念賞」を受賞。

経済教室「台湾半導体産業の競争力 TSMC、米中双方が重宝」
（日本経済新聞, 2021年11月26日）

中国（チャイナ）ファクターの政治社会学:台湾への影響力
の浸透,白水社 (2021/6/17)
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月
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四
年
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月
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水
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テ
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ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
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資
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株
主
至
上
主
義
か
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未
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新
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資
本
主
義
へ
の
脱
皮

講

師

株
式
会
社

日
本
総
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研
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常
務
理
事
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来
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価
値
研
究
所
長

足
達

英
一
郎

氏

足
達

英
一
郎

氏

2022. 3. 16■ 略 歴
1986年、一橋大学経済学部卒業。1990年、株式会社日本総合
研究所入社。2005年3月～2009年5月には、ISO26000作業部
会日本国エクスパートとして「組織の社会的責任に関する国際規
格」の策定に携わる。共著書に『環境経営入門』(日本経済新聞
出版社)、『自然資本入門』(NTT出版)、『投資家と企業のための
ESG読本』(日経BP社)、『ビジネスパーソンのためのSDGsの教
科書』(日経BP社)など多数。

SDGsの先へ ステークホルダー資本主義, 
集英社インターナショナル (2021/12/7)

ビジネスパーソンのためのSDGsの教科書, 
日経BP (2018/3/23)



４
月
例
会

日
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令
和
四
年
四
月
十
三
日
（
水
）

テ
ー
マ

女
性
た
ち
が
見
て
い
る
10
年
後
の
消
費
社
会

講

師

株
式
会
社
ハ
ー
・ス
ト
ー
リ
ィ
代
表
取
締
役

日
野

佳
恵
子

氏

日
野

佳
恵
子

氏

2022. 4. 13■ 略 歴
1990年広島市にて創業。消費全体の8割に影響を及ぼす女性の存在
に着目した「女性視点マーケティング」を企業に提供。毎年、「女性トレ
ンドセミナー」や「女性のあした大賞アワード」の開催、女性消費者動
向や女性クラスターに関する分析レポートや動向レポートを発行する
など、女性たちの未来につながるさまざまなトレンド商品やサービスの
調査や動向を追い続けている。

女性たちが見ている10年後の消費社会 市場の8割を左右
する「女性視点マーケティング」, 同文舘出版 (2021/2/5)

クチコミュニティ・マーケティング, わたしが主役が消費を
動かす, 朝日新聞社 (2002/9/1)

https://herstory.co.jp/



５
月
例
会

日

時

令
和
四
年
五
月
十
八
日
（水
）

テ
ー
マ

デ
ジ
タ
ル
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

-

情
報
通
信
の
地
政
学

講

師

慶
應
義
塾
大
学S

F
C

研
究
所

上
席
所
員

持
永

大

氏

持
永

大

氏

2022. 5. 18■略 歴

早稲田大学大学院基幹理工学研究科情報理工学専攻博士課程修了。
博士(工学)。
株式会社三菱総合研究所にてネットワーク技術、サイバーセキュリティ
関連技術、情報通信政策、及び外交・安全保障政策に関する中央官
庁、民間企業等の調査・研究に従事。日経・CSISバーチャル・シンクタ
ンク 第三期フェロー。2019年から慶應義塾大学SFC研究所。

デジタルシルクロード 情報通信の地政学,日経BP (2022/1/8)
サイバー空間を支配する者 21世紀の国家・組織・個人の戦略,

日経BP (2018/8/24)



柴
田

友
厚

氏

2022. 6. 14

６
月
例
会

日
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令
和
四
年
六
月
十
四
日
（火
）
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ー
マ

製
造
業
の
デ
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タ
ル
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史
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バ
ー
世
界
と
フ
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ジ
カ
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世
界
の
好
循
環
に
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け
て

講

師

学
習
院
大
学

国
際
社
会
科
学
部

教
授

柴
田

友
厚

氏

■略 歴

1983年京都大学理学部卒業後、ファナック株式会社、笹川平和
財団、香川大学教授、東北大学教授、仏レンヌ第1大学経営大
学院日仏経営センター訪問教授等を経て、2020年より現職。

東北大学名誉教授。

筑波大学大学院経営・政策科学研究科修士課程修了(MBA)。
東京大学大学院工学系研究科先端学際工学専攻博士課程修了
(学術博士)。研究領域は技術経営戦略、製品開発戦略。

経済教室 「製造業のデジタル化(上) 現場の全体最適化を狙え」
（日本経済新聞 朝刊, 2022年1月30日）

日本のものづくりを支えた ファナックとインテルの戦略
～「工作機械産業」５０年の革新史～, 光文社 (2019/3/30)




